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ご挨拶

筒台会会長
織 戸 　 新（高21回生）

風薫る季節となりました。みなさま方におかれては益々ご健勝でおら
れることとお慶び申し上げます。また常日ごろから筒台会の運営にご協
力を賜り、厚く御礼を申し上げます。

昨年に古川浩前会長の後を引き継ぎ、会長を務めております。同窓会
活動の経験豊かな前会長と違って戸惑うことも多々ありますが、役員
や幹事のみなさんに支えられて1年が経過しました。故郷は遠きにあり
て思うもの―の例えと同様に、卒業から年月が経ち、齢を重ねて初めて、
母校への思いや同窓会のありがたさ、大切さが分かってきます。

総会とは別に、卒業生のみなさんはそれぞれに同期会やクラブOBOG
会などを開いておられます。ある同期会の活動報告で、次のような文章
が印象に残っています。
「同期会は、ただ昔を懐かしむだけにとどまらず、そこから生まれる

新しい友情や楽しみを創造できる場のように感じる」―わずか3年間の
高校生活ですが、同期会を重ねるうちに新たな絆が芽生えるのでしょう。
とてもうらやましい人生です。筒台会の存在意義や役割を再認識させら
れます。

筒台会の役割とは、「会員相互の親睦と交流促進」と「母校及び在校生
の支援」の2つに尽きます。これは今も昔も変わることのない会員一同
の思いでしょう。親睦と交流促進については、さきほど紹介した同期会
の活動報告のように、各世代の活発な同期会活動の輪が重ねり合って総
会を盛り上げ、会の活性化につながっていくのだと思います。いろいろ
なサポートを続けてまいります。もちろん課題もあります。総会で若い
世代の参加が少ないことです。会報の充実とともに今年から新たに「メー
ルマガジンの配信」と「ホームページを活用した広報活動」に力を入れ、
ネットを通して20 ～ 40代の卒業生に広く関心をもってもらえる努力、
工夫を重ねてまいります。母校と在校生の支援については、スポーツ部
活に限らず顕著な活動評価を残した文化クラブなど在校生の幅広い支援
を拡充したいと思っています。

また、今年から「筒台会収支の健全化」に取り組んでまいります。校
舎の全面建て替えが終わり、会を挙げての支援も一段落つきました。会
員みなさんから多大な協賛をいただきましたが、会の収支は残念ながら
平成25年度から赤字が続いています。

筒台会は旧制神戸第一中学校の卒業生も引き継ぎ、70年を超える長い
歴史を持っています。会員は2万5千人近い、大きな同窓会です。これか
らも会の役目を末永く果たしていくために、収支の均衡を保っていくこ
とも役員一同の務めだと考えております。

本年も引き続き、みなさまのご理解、ご協力をよろしくお願いいたし
ます。

筒台会東京支部活動報告

筒台会東京支部　支部長
大 政 直 人（高24回生）

筒台会の皆様、お元気でご活躍の事と存じます。東京支部は関東一都
六県在住の方々のご参加で活動を行っています。東京支部の特徴は何と
いってもその活動内容の多彩さです。前支部長の渡部さんが企画されて
いる、それぞれ年2回開催の、歌舞伎と寄席の会は特筆に値するものです。
特に渡部さんが開演前に解説して下さる歌舞伎についてお話を聞く事に
よって、ストーリーがより身近になります。また素晴らしい役者さんを
いつも見る事が出来るのも東京ならではだと思います。

それ以外には「語る会」を開催しています。これは東京支部の会員の
中から推薦で指名された人が、自分の仕事について語ります。今までに

「サントリー・アメリカ勤務の方の体験談」「弁護士の方による、なぜ犯
罪者を弁護するのか」「第一生命主催サラリーマン川柳の楽しみ」など、
実に多彩なお話を聞かせて頂いています。

また毎年5月の第4土曜日に新宿の小田急ホテルセンチュリーサザン
タワーで開催しています東京支部総会・懇親会も60名から70名の出席
で（支部で把握している筒台会会員は750名）とても楽しく行われます。
神戸からは現校長先生や元校長先生、そして筒台会会長様などもご出席
頂き旧交を温めています。

そして昨年のゲストには歌手で作曲家の木村弓さんをお招きして「千
と千尋の神隠し」の主題歌「いつも何度でも」などを歌ってもらいまし
た。

今年5月26日の目玉企画は、作曲家で俳優の小林亜星さんに「故野坂
昭如さんの思い出」を語って頂きます。現在85才の小林亜星さんです
が お 元 気 で、 と
ても貴重な話し
を伺えますので、
ぜひ神戸からも
ご出席頂けると
幸いです。

では皆様、5月
26日（土）に新
宿でお目にかか
りましょう。
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ご挨拶

校　長
新 井 厚 也

この度、昇任し校長となりました。2年間の教頭職を経る中で葺合高校
の素晴らしさ、何よりも卒業生の母校へ対する想いを幾たびも感じること
がありました。「自主の人たれ　創造の人たれ　世界の人たれ」の教育方
針を大切にしながら、これからの学校経営を行っていきたいと考えていま
す。入学式の式辞で次のように述べました。
『本校は昭和14年創立の旧制神戸市立神戸中学校をルーツをとする伝統

校であり、来年80周年を迎えます。合格者説明会の折に清家教頭が本校
の強み・特色の一つは「繋がっている」ということ、と申しておりました
が、PTAの保護者方はもとより、本校卒業生同窓会である筒台会は会員
数25，000人を超える、大応援団です。

一昨年（平成28年）11月11日に催されました新校舎完成記念式典で
は本校卒業生でいらっしゃる、世界的ピアニストの小曽根 眞（おぞね ま
こと）さんがピアノ演奏をまじえて講演をしてくださいました。

その講演の出だし、即興演奏をして皆の心をぐっと掴まれた直後、葺合
高校で一番印象に残っていることは「自由だ、ということです」と話され、
その後こう続けられました。「自由には責任が伴う。今、私は即興で演奏
して皆さんが喜んで受け入れてくださったけれど、即興演奏は聴衆がどう
受けとめるか、とても不安なものなのです。それが葺合にあった、自由と
責任の空気です」

高校三年間は、人生の方向を決定する大事な時期です。ここ葺合高校で
は、生徒のためならと、手厚さと情熱を持ち、支援を惜しみなくされる先
生方がいます。葺合には頑張ろうと思えば、頑張らせてくれる環境がいつ
もあります。

勉学は言うに及ばず、部活動、学校行事で自らを鍛えることで、命をさ
ずかり、生まれた自分が懸命に生き、将来どうありたいのか。未来をどう
生きるのか見つけ出してください。そしてこの葺合高校で誇りを持って生
きる道を、どうか、自ら切り開いてください。』

これから一緒に歩む生徒達と共に笑い、共に泣きたいと心から願ってい
ます。

昨年のこの筒台会報に、『私は王子公園駅で下車して通勤してきます。
王子スタジアムそばの大樹に鷺でしょうか、巣をつくっています。昨年、
路上に白い鳥の糞が多く有ることは気づいたのですが、頭上の巣の存在に
思い至るのには、なお時間がかかりました。濃い緑の葉に包まれた巣は簡
単には見つけられませんでした。

毎朝、横断歩道で信号待ちをする間に目を凝らしていると、ついに見つ
けました。巣には親鳥とともに、もうだいぶ大きくなっている子が見えま
した。梅雨のシーズンを越え、盛夏を経て、鳥は渡っていきました。台風
の季節を経て、木枯らしの吹く中でも残された巣は壊れることなく残って
いました。そして、まだ重いコートをきて信号を待っていたら、壊れずに
残っていた巣に鳥が帰ってきているのに気づきました。

リニューアルなった葺合高校の施設がこれまでと同じように、全葺合高
校卒業生の懐かしい学校としてありつづけるよう努めたいと、2年目の今、
気持ちを新たにしています。』と書きました。ところが実は王子スタジア
ムの鬱蒼たる樹木は、昨年の台風で枝々が折れたため、バッサリと剪定さ
れて、小枝を集めて巣をかけるにはかなり困難なくらいきれいさっぱりな
様子となってしまいました。

今年は新しい親子を見ることは出来ないのだろうなぁ、と思って見上げ
た晩冬の風の中、それでも巣作りは始まっていました。筒井台の地に時を
重ねていよいよ80年を迎えます。筒台会会員の皆様には変わらぬご支援
とご協力をよろしくお願いいたします。

出逢い

教　頭
橋 口　徹

　「人間は一生のうち逢うべき人には必ず逢える、しかも一瞬早すぎず
一瞬遅すぎない時に」この言葉は、私の以前の上司がたびたび引用され
ていた、ある教育哲学者の言葉です。孔子の「弟子に準備ができたとき、
師が現れる」という言葉にも通じるものではないかと思います。若いこ
ろはこうした言葉の意味を頭では理解していても、実感としてとらえら
れていませんでしたが、最近になり過去を振り返る中で、なるほどそう
であったかと思うことも増えてきたように思います。
　このたびの移動も会うべき人と出逢い、学ぶべき師と出会う貴重な機
会となると感じていますが、伝統あるこの葺合高等学校に赴任するにあ
たり、教職員の皆様、生徒のみなさん、地域の方々、そして何よりも筒
台会の皆様との新たな出会いと学びの機会をいただけたのも、今がその
時であるのだと真摯に受けとめ、学びの姿勢を持ち続けたいと考えてい
ます。
　生徒のみなさんにとっても高等学校はまさしく出会いと学びの場です。
よき出会いとよき学びは代えがたいものとなり、だからこそ高校時代
の友人とのつながり、母校への思いは一生の宝物になるのだと思います。
そうしたつながりや思いが筒台会に結実しいるのではないかと思います。
　本校における教頭の責務の一つは、生徒を中心とした出会いと学びの
場としての環境を整備することにあるのではないかと思っています。微
力ではありますが鋭意努力いたしたいと考えております。筒台会の皆様
におかれましては生徒の成長を見守っていただきますとともに、ご支援
とご協力をよろしくお願いいたします。

いつかは葺合へ

教　頭
今 池　　康

　大学時代に葺合高校の研究授業を見学させていただく機会にめぐまれ、非常
に授業に感動したことを今でも鮮烈に覚えています。教員が生徒とのコミュニ
ケーションを大事にされ、両者が一体となり最高の授業をされていました。こ
の授業をきっかけに、いつかは、「神戸市の教育に携わりたい」「葺合高校の教
壇に立ちたい」と強く感じました。憧れが目標となり、教員としての資質の向
上に努めてまいりました。決意から葺合高校の赴任までの道のりは遠く35年
間もかかりました。しかしながら、この30年間は、充実した教員生活を送る
ことができました。赴任した学校はどの学校も素晴らしく、多くの出会いがあ
り、学びの多い充実感があふれる教員生活でした。
　今回、葺合高校に赴任することができ、うれしさと同時に、責務の重さを実
感しています。今までの道のりで学んだことをアウトプットして、葺合高の
発展に貢献したいと感じています。本校は、学力の充実と共に、相手を尊重
し、思いやりの心、感謝する心など心の教育の充実も図っています。また、コ
ンピュータによる環境の変化、グローバル化にともない、教育も急激に変化し、
学びもデジタル・リテラシー、異文化リテラシー、チームビルヂングによる共
同作業等の様々なスキルが必要となっています。このような中にあって、学校
における教頭の役割はこれまで以上に大切になってきています。伝統ある葺合
高校の教頭という大役を仰せつかり、責任の重さを痛感しております。
　赴任したとき、校内での満開の桜の美しさと生徒達が笑顔で、あいさつをし
てくれたことを、今でも忘れません。生徒達の笑顔が、いつまでも続くように、
先生方と、日々、教育活動に取組んでいく所存でございます。筒台会様には、
今までと同様にご支援をお願いすることなりますが、今後ともよろしくお願い
します。



筒 台 会 報第51号 平成30年 5 月10日 神戸市立第一中学校・神戸市立葺合高等学校 同窓会4

寄稿
筒台会だより筒台会だより

筒台会総会250名参加
（高24回生）　兼氏　敏幸

　平成29年6月24日（土）に平成29年度筒台会定時総会・懇親会が開
催され、約250名の方々が参加されました。今年は葺合高校新校舎が完
成したということで、新しい校舎等を見学するという意味も込めて学校
で定期総会を行いました。早めに来られた方が、今年度卒業した後輩の
案内で、各施設を見学しました。学校の概要は次の通りです。
　≪本館北側2階にアリーナ、講堂も兼ねています。1階は柔道場、武道
場、その前にはトレーニングルーム、部室があります。北館には1階が食
堂、2階が音楽室、3階が多目的室。渡り廊下を通って国際交流棟に。国
際交流棟は1階が図書室、2階が和室、ＧＳroom、そしてフェニックス
ホールです。中庭では緑の木々に囲まれての歓談スペースもあります。≫
　その後、国際交流等で行われた定時総会は各議案が滞りなく終わり、
懇親会の会場であるＡＮＡクラウンプラザホテル神戸へ移動しました。
懇親会では、織戸新会長の挨拶から始まり、母校助成金贈呈を行い、乾杯、
会食、歓談へと進んでいきました。アトラクションとして、三島紀也（高
11回生・野球部ＯＢ）によるテナーサックスのライブも会を楽しませて
くださいました。新卒代表の万歳三唱でお開きとなるまで、先輩後輩と
語り合い有意義な時間を過ごしました。

葺合高校11回生“喜寿を祝って”
（高11回生）　松宮　　功

　1年で最も過ごしやすいこの季節、去る平成29年10月14日（土）に
私達11回生は“喜寿を祝って”と同期会をラッセルホール（兵庫県教育
会館）で開催しました。
　今回は趣向を凝らし1次会は新築成った母校の見学会を兼ねて、曇り模
様の秋空の下、母校に集合し男女併せて総勢25名が参加しました。木下
智彰先生（高校59回生）案内のもと、学校内を隈なく見学させていただ
きました。正門フェニックスの北側に国際交流棟（1階に図書室と4つの
LL教室）があり、2階には400人収容の講義室とEnglish Room、日本
文化（茶室）、屋上にはプールが設置されていました。60数年ぶりに訪
れた母校はすっかり様変わりし、私達が学んだ旧校舎（馬小屋）の面影
は全く無く、只々
目を見張るばかり
の素晴らしい変貌
ぶりでした。この
ような恵まれた環
境の中で学習する
生徒たちは、世界
に向けて大きく羽
ばたくことでしょ
う。
　2次会は、午後より開催しました。参加者が減少する中、ご多忙にも
関わらず44名が出席しました。私共も後期高齢者に成る中で、卒業後約
60年を迎え初めての方が2名、十数年振りの方が4 〜 5名参加されまし
た。昔懐かしい方々と短い時間ではありましたが、学生時代に戻り、和
やかな雰囲気で時が経つのも忘れてしまう程に語り合いました。残り少
ない人生の1ページとして心に残る事でしょう。最後に校歌を全員で合唱
し、次回、傘寿（80歳）で集まることを楽しみに閉会しました。その後、
2次会の希望者を募り、三ノ宮のスナックへ17名が参加し、カラオケや
歓談等で楽しい時間を過ごし散会しました。

“喜寿の会”聞くに聞けない君の名は
合掌
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20回同期会報告
（高20回生）　広井かほる

　2009年、私たち20回生が還暦を迎える年に、第1回同期会を開催し
ました。
2年おきに開いており、2017年10月21日、県教育会館ラッセホールで
5回目の開催となりました。前回からは恩師のご参加もなくなり、まさに
同期の集いになりました。
　団塊世代頂点の当時の学校には生徒があふれ、同期であっても話をし
たことがない友も多く、同期会で初めて話したという友もいます。ただ、
会を重ねるごとに友情や信頼が深まり、同期会参加が楽しみになってい
きました。
　人生のわずか3年を同じ学び舎で過ごしただけ。しかし何十年を経ても、
集えば懐かしく、また新しい繋がりを感じ、今回も大いに盛り上がりま
した。同期会は、ただ昔を懐かしむだけにとどまらず、そこから生まれ
る新しい友情や楽しみを創造できる「場」のように感じています。
　次回は2019年、私たちが「古稀」を迎える年に開催します。これま
でより一人でも多くの同期の方々と楽しみを共有したいと思っています。

1－7＋（プラス）　21回生クラス会
（高21回生）　三宅　　均

　3年ぶりに1年次のクラス会を開いた。実は2年前の同窓会は直前にダ
ウンしてしまい欠席。昨年は同期の織戸氏が 筒台会の会長に就任するこ
とになったり、個人的に親しい仲間や、葺高以外の関係グルー プとの集
会が多く今年の開催になってしまった。
　当初、夏ごろを予定していたが、女性陣にお伺いを立てると3月頃でい
いとのご意向、会場の方はW君に任せておけば大丈夫なので日時を決め
て皆に連絡をとることにした。
　後日、出席者をチェックしていると、これまで海外在住だった I さんの
名前があった。21期会を開いてから18年経って初めての出席です。会
いたい人もいるだろうと思い卒業時のクラスの一部にも声がけをした。
　当日は19名の出席、ここで1年7組と3年7組という図式が出来上がっ
たので、次回は7の会にという話も持ち上がっている。

筒台会22回生同窓会
（高22回生）　小原　広行

　平成29年11月18日、総勢115人が集まり、神戸第一楼にて開催しま
した。前回2000年から数えて17年ぶりの再会です。卒業以来47年ぶ
りの友も多く、受付前でも、「あれ誰、さあー、」と名簿と名札と金額を
合わすのに大童。
　恩師（藤田、渋野）両先生のお年を感じさせないお姿に感動しました。
　翌日が神戸マラソンと重なり、東京支部から来た十数人のメンバーを
含め、遠来の友は、宿泊施設探しに苦労したようです。
　半世紀近い年月を超えても談笑の輪は幾重にも広がり、料理やお酒も
程々に、クラス別のテーブルも、いつの間にかごちゃまぜ状態。当時の
私達の三学期は三日間しか授業が行われず、正門前の中庭を囲む施設は、
机と椅子が山積み状態で一歩も入れず。全教師、生徒が講堂に集まり全
校集会へと発展。卒業アルバムにもその時の様子が残り、「佐藤総理　訪
米反対、教育の再編粉砕」と壇上に大きく掲げられ、東大紛争宜しく歴
史の渦に翻弄されました。
　そんな中でも、学校を抜け出して三ノ宮で映画を見たり、喫茶店で時
間を潰したりと、後から聞いて「そうやったんか、お前もかぁ」と大笑い。
さあ次回はいつになるのか。
　4年後を予定していますが、今回参加出来なかった友も含めて、全員の
健康と安穏を願うばかりです。

11月3日=バレーボールの日
（高23回生）　友藤　陽幹（排球部）

【神戸新聞杯バレーボール大会】
　11月3日は、長年に亘り、会場として（グリーンアリーナ、三菱重工
体育館等）当大会に葺高OBクラブが参加してましたが、今大会からOG
チームも結成し、事前に、現役との交流試合を葺高体育館で行ないました。
　用意周到で本番に臨んだ結果、男女共1回戦を突破致し、怪我もなく、
善戦しました。
　今後は、私も「老兵は死なず、只消え去るのみ」若手にパスをし、レ
ベルアップを図り、強化チーム育成に尽力したいと考えています。

【総会、懇親会】
　当日は16：30より恒例の総会、懇親会はOB・OG会創部65周年を迎
え、クラウンパレス神戸B1F「マンダリンコート」にて、ゲストに元顧
問小玉巧先生、筒台会から、織戸新会長、志水利達　相談役を御招きし、
総勢38名が参加致しました。総会後、大先輩から後輩へと忌憚のないス
ピーチが続き、アトラクションとしてビンゴゲーム大会も取り入れ、盛
大に有意義な1日と成りました。又当会は、ゴルフコンペ、麻雀大会も
開催し、今後もOB・OG、現役との絆を保持し、筒台会、FSC会にもア
タックする所存です。
　次回も11月3日に同様、多彩なイベントを企画致しますので老若男女
問わず「温故知新」の精神で多数の御参加をお願い申し上げ、レシーブ
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させて頂きます。

ひろがり24下呂温泉・飛騨高山の旅
（高24回生）　曽根　武夫

　恒例の“ひろがり24”同期会旅行も初回の還暦前お伊勢参りから今年
で5回目となりました。

10月14日早朝大阪発のワイドビューひだ号で出発、京都で1名が合流
し計10名を乗せて下呂へ、いつもの通り大阪駅を発車してまもなくプ
シューとあちこちで酒盛りが始まり飲んではしゃべり、しゃべっては飲
みまた飲む事3時間半、あっという間に列車は下呂駅に到着。
下呂温泉小川屋旅館に荷物を置き、全員元気に昼食と散策に出発。出雲
大社飛騨教会でお参りし、なんで飛騨に出雲大社があるの？と言いなが
ら合掌村に到着、約200年前の合掌造りの家々を巡り昔の人々の生活に
思いを馳せながら散策後旅館に帰着。

　旅館ではゆったりと温泉につかった後、美味しい料理と酒を楽しみな
がらここでもしゃべっては飲み、飲んでは食べて高校時代の話、ちょっ
と前の話から将来の話まで話は尽きず夜遅くまで皆大いに盛り上がりま

した。高校時代からの知り合いはもちろん、同期会で話したのが初めて
の者も不思議と50年来の友達のように和気あいあいの雰囲気で付き合え
るのが同期の良い所です。やはり葺合高校で3年間を過ごしたという事が
大きな絆となっているようです。

　翌日は前夜の宴会の疲れも見せず朝食をしっかりと取り、電車にて高
山に移動。高山ではあいにく冷たい土砂降りに近い雨の中、朝市をとろ
とろと歩きながら高山屋台会館に。屋台会館でラーメンの博物館みたい
な所とちゃうの？と思いながら着いた所は高山祭りの山車を展示した博
物館。立派な屋台を見学した後は市内を散策しながら土産物屋、酒屋を
のぞいては日本酒の試飲、最後に定番の高山ラーメンの昼食をとり全員
無事に帰路につきました。いつもながら葺合の仲間と存分に楽しめた最
高の旅でした。今回も旅行の企画、準備、写真の整理などにご尽力頂い
た世話役の方々に感謝です。

毎年、毎年あります。恒例同期会
（高24回生）　谷浦　淳子（旧姓　松村）

　11月18日、24期毎年恒例の同期会が北野ガーデンで行われました。
24期は、花見・旅行・落語会・・・と、普段から、集まる機会が多いの
ですが、同期会は、年内最後の大きなイベントです。今年の出席者は40
名。開会の辞のあと、昨
年9月 に ご 逝 去 さ れ た
出井武也先生と、今年、
11月9日にご逝去され
た神田民枝先生へ、黙と
うをささげ、黒田くんの
音頭で乾杯。卒業後20
年過ぎてから、始まった
この会も、もう何度目になるのでしょう。懐かしい顔に出会い、旧交を
温め、時には、元宝塚歌劇団のスターさんのショーあり、落語あり、カ
ントリー＆ウエスタンの演奏会あり・・・と、毎年、青春時代に戻り楽
しいひと時を過ごさせていただいています。
　今年のメインは北野ガーデンさんの「おいしいお料理を堪能すること」
と「一人でも、多くの人とのふれあい」。とても穏やかな時の流れでした。
　90才になられた梶田先生からは、懐かしいお話も色々伺えましたし、
その記憶力の良さに完敗！みんながお待ちかねの「お楽しみ抽選会」では、
くじを引くたびに上がる歓声と拍手。商品券のほか、北野ガーデンさん
からご提供いただいたお食事券や、かつて存在した神戸オリーブ園のオ
リーブの樹保存運動をされていらっしゃる後輩から提供されたオリーブ
石鹸など、大いに盛り上がった時間でした。
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　最後に「ひろがりの歌」「校歌」「生徒歌」を全員で歌い、応援団だっ
た人たちの「応援歌」も飛び出し、お開きに。今年も、また、新たに連
絡先を交換できた同級生が。この年になって、友達関係が減りこそすれ、
増えていくなんて、幸せなことです。これからも、この会がずっとずっ
と永く続きますように。この会が、続けられているのも、お世話をして
くださる人たちあってのことと、感謝しています。お世話してくださっ
た方、そして、来てくださった方、みなさんに「ありがとう」の言葉を。

卓球部創立６０周年記念親睦会
（高27回生）　玉橋みどり（旧姓　坂本）

創立50周年記念の親睦会は旧校舎の講堂で開催されました。そして本
年度卓球部創立60周年を迎えることになりました。顧問の先生と日程調
整を行い、平成29年10月9日に親睦会を多目的室に於いて開催、当日は
OB・OGが40名、現役が19名、顧問の先生が2名で合計61名の参加が
ありました。自己紹介から始まり、現役へはピン球と防球ネットを贈呈し、
顧問の一二三先生より現状や戦績の報告をして頂きました。その後は高
校以来ラケットを握った事のない先輩方もおられましたが、楽しみのゲー
ムとなりました。ダブルスの団体戦では長いラリーの熱戦も多く、どの
チームも接戦し大いに盛り上がりました。上位のチームには「60周年記
念」の刺繍が入ったタオルを賞品とし喜ばれました。

また二次会として18時より三ノ宮ニューミュンヘンにて35名の参加
で行われ、親睦会に参加出来なかった初代からのOB・OGや元顧問の小
澤先生も来て下さり、昔話に若返りあっという間に時間が過ぎてしまい
ました。

長きにわたり卓球部を側面より支えて頂いた先輩方に感謝をしつつ、
今後とも現役の部員との繋がりを大切に続けていきたいと思います。

ソフトテニス部ＯＢ・ＯＧ会の報告について
（高38回生）　田中　孝幸

【総会・ソフトテニス大会】
ソフトテニス部OBの片山校長の在任中の平成29年8月19日（土）

に、悲願の母校新校舎・新テニスコートでのＯＢ・ＯＧ会を開催しまし
た。当日は快晴の天気となり、51名（男26名、女25名）の出席があり
ました。まずは新校舎内の見学を行い、次に総会を開催しました。総会

にては平成28年度の会計報告と役員改選に伴う新会長選任を行い、共に
出席者全員よりご承認をいただきました。その後、久しぶりのソフトテ
ニスを楽しみました。新テニスコートは面数が減り２面となりましたが、
オムニコートとなりました。また、今年度は新校舎完成記念OB・OG会
ということもあり「記念タオル」を作成しました。このタオルは、OB・
OGの方々には1,000円／枚でご購入いただき、現役生たちにはスポー
ツドリンクの差入れとともに贈呈し、激励しました。

【懇親会】
総会・ソフトテニス大会と同日の午後6時30分からは、三宮にある中

華料理店「老房」にて懇親会を行いました。懇親会では、現役校長の片
山先生も交えて初参加の若手の方々とも和やかな歓談となり、参加者が
マイクで順番に近況報告を行うなどをし
て、OB・OGたちと懇親を深めること
ができました。懇親会のご参加者は総勢
30名（男27名、女3名）もお集まりい
ただき、誠にありがとうございました。

平成30年度も、母校でのOB・OG会を行うことを考えておりますので、
OB・OGの皆様におかれましては多数のご参加をお願い申し上げます。

＊同期会
38回卒にて、平成29年が節目の50歳になる年であったので「50

歳記念食事会」を11月25日に開催しました。卒業以来会う仲間も来て、
連絡がついた男女合わせて14名が参加しました。
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楽しい東京支部

2ページ目の「筒台会東京支部活動報告」でも触れていますが、東京
支部は実に活発な活動をしています。２ヶ月に一度は何か行事を開催し
ているという楽しい支部です。神戸を離れているからこそ、神戸の素晴
らしさをより身近に感じているのではないでしょうか？まただからこそ、
年に１度5月の第4土曜日に開催される支部総会・懇親会には70名前後
の方が出席されます。支部で把握している会員は750名ほどですから、
ほぼ10人に１人が参加するという驚くべき出席率です。

ただ一つ問題点は20代から40代の会員の出席が少ない事です。勿論
働き盛りで、会社でも重要なポストを任される大切な時期ですから、多
忙で参加出来ないという事もあるでしょうし、女性も子育ての真っ最中
で出席は難しいのかもしれません。しかし１度出席するとその楽しさの

「とりこ」になる事は間違いありません。これをお読みの皆様は是非ご出
席下さい。

歌舞伎同好会と寄席同好会

東京支部では前支部長の渡部隆さん（高校17回）が二つの同好会を立
ち上げて、皆様のご参加をお待ちしています。以下は渡部さんの解説です。
...................................................................................................................................

東京支部会員の親睦の為に、「歌舞伎同好会」と「寄席同好会」を発足
させました。歌舞伎をより深く、楽しんで頂く為に、観劇前の30分を歌
舞伎解説とし、その後に歌舞伎見物をして頂きました。約400年の歴史
を持つ歌舞伎は約
束事が多く、役者
中心の演劇です。
現在は春と秋に、
年2回開催し、神
戸からの参加者も
おります。会場は
国立劇場です。

東京支部だより東京支部だより
筒台会東京支部 支部長 大政直人（高校 24回）筒台会東京支部 支部長 大政直人（高校 24回）

後者の「寄席同好会」は１月と７月に開催してます。特に、１月は初
笑いですので、人気がございます。会場は国立演芸場です。笑う門には
福来る、笑いは健康にいいです。両方ともに、会員のご家族・御友人も
参加出来ます。今後ともに、継続します。お一人でも、多くの会員のご
参加をお待ちしております。

2017年東京支部懇親会のご報告

2ページ目でも写真を1枚だ
け紹介しましたが、歌手で作
曲家の木村弓さんをお招きし
て、自作品であるー千と千尋の
神隠しー主題歌の「いつも何度
でも」やーハウルの動く城ーの
エンディングテーマの「世界の
約束」などを歌って頂きました。
曲の美しさと透明感のある歌声
に涙ぐみながら聴いている会員
もいました。出席した皆さんの
心が洗われる素晴らしいステージだったと思います。

2018年東京支部懇親会の予告

5月26日（土）16時30分からの総会に引き続き、17時からの30分
間、作曲家で俳優の小林亜星さんをお迎えして「野
坂昭如さんの思い出」を語って頂きます。お二人
は同じ杉並区にお住まいで、家も近かったことか
ら、とても親しくお付き合いをされていたようで
す。当日は野坂さんが朗読した詩の音源を持って
きて頂き、皆さんと共に聴きたいと思います。こ
れはとても貴重な物です。

場所などは裏表紙をご参照下さい。
では皆様、東京支部総会・懇親会でお目にかかりましょう。

懐かしい旧校舎　
昭和33年卒・増田　恭三

多分、高校一年のときの絵と思います。グランドの南から北にむかっ
て描いたスケッチです。

16歳？（現在78歳）、
昭和31年ごろかと思
います。階段状のベン
チ、右側の舞台風のも
の、ユーカリの木、平
屋木造校舎、小生の教
室（高１）は左端と記憶しています。

すこしは往時をしのぶことが出来るのではと思います。
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平成２９年 ４月１２日

神戸市立葺合高等学校 広報企画部

 
 

 
 

平成２９年４月１０日、普通科７２回生、国際科１７回生の入学式が行われました。校門周辺の

満開の桜に祝福されながら真新しい服を着た新入生が登校。入り口で生徒会執行部の「ようこそ葺

合へ」の歓迎の横一文字が新入生を迎えました。

入学式で新入生は、呼名での元気な返事や、校歌の力

強い斉唱など、葺高生としての新たな出発への期待や

決意の感じられる姿を見せてくれました。

また、新入生代表生徒が、将来の夢の実現に向けて努

力することを誓いました。

学校長式辞で片山校長先生は、社会の変化に主体的

に対応する能力や創造性を培い、自ら学ぶ意欲と主体

的な学習の仕方を身につける必要性を話されました。

そしてこれからの人生を生き抜く力として、豊富な知

識を持ちその知識を応用する力、互いに協調し協力しあえる

人間関係を構築する力をつけていってほしいと話されまし

た。

新入生の皆さんはこれから、葺合高校に息づく伝統を継承

しつつ、新たな風を吹き込み、葺合高校をさらに発展させて

いくことでしょう。

平成２９年 ４月２５日

神戸市立葺合高等学校 広報企画部

 
 

 

４月２１日 木 にＷＨＯ神戸センタ

ー所長 アレックス・ロス氏をお招きし

て、「国際医療最前線」という題で、英

語で講演をしていただきました。

ロス氏は講演の中で、ＷＨＯとはど

のような組織か、ＷＨＯが考える健康

の定義（

：心と体の両面の健

康）、健康維持における社会的環境面の

課題（環境問題など）の解決と個人要因

（食生活の改善、運動不足の解消など）

の改善が必要であることを話されまし

た。今、世界は感染症の脅威にさらされ

ている一方、高齢化の影響で慢性疾患となる人が増加している現状があります。ＷＨＯではそれに

対し、予防や治療についての研究に加え、社会システム・教育分野での援助を行っており、今後も

ＷＨＯの果たす役割は大変大きいことを力説されていました。

講演後、生徒から「心のケアをするにはどのようなことをしたら良いか」「国際機関で働くため

に今自分たちがすべきことは何か」「国際機関で働くには何カ国語話すことが必要か」「ＷＨＯはど

のような組織・機関と連携しているのか」など、多くの質問が出てきました。ロス氏はそれぞれの

質問に丁寧に答えて下さいました。今後生徒達は、健康についてさらに理解を深め、身近な問題だ

けでなく、世界の医療問題まで目を向けられるようになっていくことでしょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成２９年 ６ １５月 日

神戸市立葺合高等学校 広報企画部

 
 

 

６月１０日（土）、葺高祭（一般祭）が行われまし

た。校舎の工事が完了し、青空の下、十分なスペース

でステージ、展示・模擬店が行うことができました。

校舎や中庭には、１年生・生徒会による装飾があり、

華やかな雰囲気の中で開催されました。

１年生による「スタンプラリー」や「動画」などの

展示があり、２年生７クラス、３年生７クラスが模擬

店を出店しました。また、書道部や美術部など文化部

の展示作品は目を見張るものがあり、有志によるバンドは迫力がありました。なかでも、茶道部の

茶会は文化祭では初の和室での開催で、「葵」いうテーマのもと、落ち着いた雰囲気のなか、「和」

を感じさせる催しとなりました。

ステージでは、文化部、ステージ出演クラスに加え、有志グループによるダンスや和太鼓、独唱、

漫才が行われ、華やかさや迫力があり、観客を魅了する圧巻のステージとなりました。

写真撮影：写真部・ バーシャ先生

　広報企画部では、活動の一環として「葺合ニュース」を発行し
ています。「葺合ニュース」の目的は大きく2つあります。まず
在校生の保護者や地域の方々に葺合高校の生徒のがんばっている
姿を広く知っていただくためです。2つめには、中学生とその保
護者及び中学校の先生方に葺合高校の生の姿を知っていただい
て、進路を決定するときの参考にしていただくためです。
　この目的のためにやってきたことは以下の通りです。

①行事ごとに「葺合ニュース」を発行し、広く関係者に配布
　 （例．オープンキャンパス、オープンハイスクール、葺高祭、

体育大会）
② 中学校訪問や中学校向け進路説明会での「葺高ニュース」

の配布
③ 「葺高ニュース」を拡大して、行事終了直後に校門わきに

掲示
④筒台会、筒友会などの会合で配布

　広く人々に葺合高校の活動の様子を知っていただくために、こ
れからも鋭意「葺合ニュース」を発行し、広報活動を活発に進め
ていきたいと思います。

早く広く知らせる「葺合ニュース」
TOPICS 母校トピックス
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滞在中は、基本的に各ホストが受けている授業に参加しま

した。授業は、英語、数学、世界史、芸術、化学、家庭、体

育などの科目があり、内容的にも英語的にもかなり難解なも

のもありましたが、ホストに助けてもらいながら日々一生懸

命授業に参加していました。また

では外国語の１つとして日本語を勉強しており、ペ

アやグループになって の生徒

と日本語で会話をするなど、各学年の日本語の授業にも積極

的に参加をしました。中学生レベルの授業では、自己紹介や

家族構成、天気の話でしたが、高校生レベルの授業になると

日本語で課題研究をして論文を書いているクラスもあり、日

本の食文化について日本語や英語で質疑応答をする場面も

見られました。

授業を受けるだけでなく、日本文化紹介のプレゼンテーシ

ョンをさせてもらう時間もありました。四季折々の富士山を

テーマに貼り絵をする グループ、全員浴衣に着替えて夏

祭りを再現する グループ、駄菓子屋さんごっこで、射的や

駄菓子などの屋台を紹介する グループ、こまやけん玉な

どの昔の遊びを体験してもらう グループに分かれ、約５

０分間の交流をしました。対象が小・中学生の場合は英語で、

高校生にはほぼすべて日本語でプレゼンテーションをし、

様々な日本文化を体験してもらうことができました。

また、１０年生（高校１年生）とともに、国際科２年生の

課題研究に関するディスカッションをする時間もありまし

た。食糧問題や難民問題、奨学金制度など、各生徒が研究し

ているトピックに関して英語でしっかり討論していました。

直接オーストラリアの高校生の意見を聞け、今後の課題研究

に向けて参考となる非常に有意義な時間になりました。

約７日間の学校生活を終え、お別れの日。歩けなくなって

しまうほど涙が溢れてくる生徒もちらほら。この研修は何に

もかえがたい、貴重な経験となったことでしょう。

【 生徒の感想より 】

１２日間のオーストラリアへの留学を終え、２１人全員で

無事に帰ってくることができました。今回のオーストラリア

留学は、初めての経験ばかりで、言葉や文化の壁に戸惑ったり、不安に思ったりすることが何度も

ありました。しかしそれ以上に、ホストファミリーや現地の生徒たちと過ごす毎日が本当に楽しか

ったです。現地で過ごした１０日間を通して、人の温かさや、言葉は違っても同じことで共に笑い

あえることの素晴らしさを肌で感じることができました。また、英語も帰ってからより頑張ろうと

思えるようになりました。そして、いつも応援・サポートしてくれた両親や先生方、２１人の仲間

に心から感謝しています。

平成２９年９月 ６日

神戸市立葺合高等学校 広報企画部

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

８月１９日（土）から３０日（水）の１２日間、本校の１・２年生希望者２１名がオーストラリ

ア海外研修に参加しました。現地では姉妹校の との交流やホームス

テイ先の家族とのふれあいを通して、日本では体感できない経験を積むことができました。姉妹校

の は、幼稚園から高校までの一貫校です。今回は中学１年生から高

校３年生までの学生がホストとなって葺高生を受入れてくれました。

初日は、飛行機で関西空港から１８時間以上かけて現地時間の朝６時前に到着し、キャプテンク

ックの家や世界遺産である王立博覧会ビル、そしてビクトリアマーケットを周り、市内観光をしま

した。午後からは郊外にあるフィリップ島へ向かい、世界最小のペンギン（フェアリー・ペンギン）

が群れをなして海からあがってきて、それぞれの巣へと帰

っていく様子を見学しました。

次の日からホームステイが始まりました。

でのホストとの対面式では、練習してきた

歌「愛を込めて花束を」を披露しました。

同校の生徒は本当に心優しくフレンドリーで、いつも日

本語や英語で挨拶をしてくれ、困った時は話しかけてくれ

ました。初日からすぐに打ち解けて授業に参加することが

できました。また同校では生徒にタブレット を支給して

おり、その授業環境の違いに驚きました。

翌朝は全校集会に参加しました。本校２１名の生徒は、葺

合高校として初めて の全校生

徒の前に立つ、ということもあり、緊張もしましたが、「恋

ダンス」を披露し、無事成功に終わりました。

平成２９年 ９月２６日

神戸市立葺合高等学校 広報企画部

 
 

 
 
 

９月２０日 水 に王子スタジアムで体育大会が行われました。当日は曇天ながら、リレーなどの

走競技、男子の綱引きや騎馬戦、女子の大縄跳びや棒奪いなどの団体競技に、生徒たちは力の入っ

たプレー・応援をしていました。

走競技においては２年生のクラスの活躍が光りました。特

に４×２００ｍは決勝に、２年生が６クラス進出し、優勝を

競い合うという展開でした。また、綱引きや棒奪い、騎馬戦

などの学年対抗の競技では３年生がすばらしいチームワーク

で１位を勝ちとりました。男子による力比べ種目の筋肉

では、３名の生徒が４分を超える接戦を行い、１位の２年生

の生徒は５分２８秒の好記録をたたき出し、大歓声に包まれ

ていました。プログラムの最後には２年生女子によるダンス

が行なわれ、華やかで息の合った演技に大きな拍手が送られ

ました。結果は以下の通りです。

 
 

 
 
 
 

 
（写真撮影 バシャ先生・写真部） 

クラス対抗 クラス

優勝 ２年５組

２位 ２年６組

３位 ２年８組

３位 ３年５組

学年対抗

１位 ２年生

２位 ３年生

３位 １年生

平成２９年 １０月 ６日

神戸市立葺合高等学校 広報企画部

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本校ダンス同好会は、９月 日（土）に大阪府立体育館で行なわれた「

関西予選大会」の 部門高校生編成において１位となり、全

国大会への出場が決定しました。

この大会には高校・大学・クラブチームなどあわせて チームが参加し、部門ごとに基準点

に達したチームが全国大会に出場できます。

本校のダンス同好会が出場した 部門は、ストリートスタイルの動きとリズムを取り入

れたダンスで、特にチームの一体感、同調性が評価されます。また、フォーメーションの変化や

音楽を生かしたダイナミックで創造性あふれる振付構成が求められます。

多くの部門で 位になったにもかかわらず、基準点に達していないために全国大会へ進めなか

ったチームもある中、こうして出場を決められたことはすばらしい成果です。

現在、同好会メンバーは、全国大会では関西の代表として、観客、審査員を湧かすことができ

るようなダンスを踊ってきたいと練習に励んでいます。

【生徒の感想】ダンス同好会代表 ２年生 山合さん

私たちダンス同好会は辻本先生のご指導のもと、１年生 人、２年生 人、計 人で活動

しています。９月 日に行われた第 回全日本ダンス選手権大会関西大会、 部門高校生

編成に出場し、念願の全国への切符をつかむことができました。このような賞をいただけたの

は、先生や先輩方の熱心なご指導と家族の支えがあったからだと心から感謝しています。この感

謝の心を忘れず、 月 日に東京で行われる全国大会に向けて日々精進していきたいと思いま

す。全国の舞台はすごく緊張すると思いますが、悔いの残らないように全力で頑張りますので、

応援をよろしくお願いします。
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平成２９年１１月２０日

神戸市立葺合高等学校 広報企画部

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
１０月２７日（金）に、３年生の嵐山校外学習が行なわれました。生徒たちは班を作って一日のスケジュ

ールを計画し、嵐山を起点に京都を散策しました。

秋晴れの空の下、嵯峨野の竹林の小径や天龍寺、野宮神社など

を訪れたり、沿道のグルメを楽しんだりしました。中にはレンタ

サイクルで北野天満宮を訪れ、合格祈願をして来た班もありまし

た。その班の生徒は、「往復１５ は運動不足の受験生には試練

のようでした。かなりしんどい思いをして北野天満宮に到着した

ので、受験で成功することを信じています。」と話していました。

美しい嵐山の街並みの中でひととき羽を伸ばし、目標達成のた

めのエネルギーを充電できたようです。高校生活で最後の校外

行事は、たくさんの思い出と笑顔に満たされた活動となりまし

た。

 
 
 

 

平成２９年１２月 ５日

神戸市立葺合高等学校 広報企画部

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

月１日（水）、２日（木）にアメリカシアトルにあるサマミッシュ高校の先生が本校に来校さ

れ、書道や茶道の体験、授業見学、国際科生徒との意見交換を行いました。

１日目は、本校片山校長との情報交換をした後、国際科２年生の授業見学を行い、書道体験を本

校生とともに行いました。先生方は「いろはにほへと」と、実際に筆をとって書きました。

２日目は、授業見学の後、午後から国際科２年生による

課題研究の発表に参加しました。課題研究の発表を聞き、

質問や意見を述べられ、生徒にとって参考となる内容が

多々有り、とても有意義な時間となりました。放課後は、

茶室で茶道体験をしました。実際にお手前を体験し、日本

文化を大いに知る機会となりました。

先生方にとっては、日本の学校の雰囲気、授業を肌で体

験でき、また、書道や茶道など日本文化に触れる良い機会となりました。また、課題研究の意見交

換では本校生徒にとってもとても良い刺激となり、今回頂いた貴重な意見は、今後の課題研究に活

かすことができるでしょう。

 

平成３０年２月６日

神戸市立葺合高等学校 広報企画部

 

 

１２月２３日 土 、２４日（日）に行われた近畿高等学校少林寺拳法大会において、男子規定組

演武、女子規定組演武でともに４位、女子自由単独演武の部、女子団体演武の部で４位となり、

３月２４日（土）～２６日（月）、香川県坂出市体育館で行われる全国高等学校少林寺拳法選抜大

会へ出場します。全国大会で活躍が期待されます。

最後に、全国大会へむけて部長の大田さんの意気込みを紹介します。

「私たち少林寺拳法部は、第２１回全国高等学校少林寺拳法選抜大会に出場することを目標に

日々練習を積み重ねてきました。時には、仲間同士でぶつかり合うこともありましたが、切磋琢

磨し共に練習に励んできました。練習を通して、仲間を思いやり、助け合うことの大切さを実感

しました。

教えて頂いた先生方や応援してくれている部員のみんな、そしてそばで見守り、支えてくれた

両親など、すべての人に感謝して頑張りたいと思います。そして、男女ともに全国入賞という最

終目標を達成できるような、誰にも恥じない演武を見せられるように精進していきます。応援よ

ろしくお願いします。」

平成３０年 ３月５日

神戸市立葺合高等学校 広報企画部

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
２月２８日 水 に卒業証書授与式が行われ、国際科 回生 名、

普通科 回生 名、計 名が本校を卒業しました。

校長先生は式辞の中で、柔軟性のあるチームとしての素晴らしさ

や仲間を大切にする優しさや行動から孔子の「吾が道は一以て之を

貫く。忠恕のみ。」（わたしの道は一本につながっている、それは、

真心と思いやりである）いう教えが心に浮んだことを話されました。

また、笑顔で過ごすことの素晴らしさにふれ、最後に誰かを思う気

持ち、多くの人に支えられていることを感じ取り、自分自身も他の

人を支え、これからもよりよい関係を築き、感謝の気持ちを忘れず

に幸せに活躍していって欲しいという願いを述べられました。

送辞は２－９の入江 康太くん、答辞は３－２の吉本 雅さんが

務めました。吉本さんの答辞では、３年間の行事、学校生活での思

い出とともに、個々の成長だけでな

く、チームとして学年全体で成長で

きたこと、その成長は、友人、学校

の先生、保護者の方など様々な人の

支えが会ってできたことを感謝の

言葉とともに述べていました。

この日は、天候に恵まれて寒さも和らぎ、春を感じさせる１日でした。巣立つ卒業生やその保

護者の方、卒業式に参加した方にとって、思い出深いものとなりました。卒業生には本校での経

験を生かし、これからの飛躍を期待します。 
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【運　動　部】
◆陸上競技部
　・近畿総体　　　　 女子 4 ×400R 出場
　・県総体 男子やり投げ　　　 7 位

◆水泳部
　・県総体 女子100M平泳ぎ　 8 位

◆女子バスケットボール部
　・県新人大会 2 回戦出場

◆女子硬式テニス部
　・県新人大会　　　 団体 ベスト32
 ダブルス　　 2 回戦進出
　・神戸市リーグ　　 団体 1 部 2 位

◆柔道部
　・県新人大会 女子　 3 位　近畿大会出場

◆なぎなた部
　・県総体　　　　団体 3 位
　・県新人大会　　団体 3 位　近畿大会出場
 個人演技 　 8 位　近畿大会出場

◆卓球部
　・県新人大会　女子 団体　ベスト16

◆少林寺拳法部
　・近畿新人大会
　　男子　団体 出場
　　女子　団体 4 位　全国選抜大会出場
　　男子　規定組演武 5 位　全国選抜大会出場
　　女子　規定組演武 4 位　全国選抜大会出場
　　女子　自由単独演武 4 位　全国選抜大会出場

◆女子ハンドボール部
　・県新人大会 ベスト16

◆女子ソフトテニス部
　・県新人大会 出場

◆ダンス部
　・西日本USAチャレンジコンペティション
 ダンスオープン部門　 2 位
　・USA　Regionals関西大会
 HipHop部門　 2 位

【文　化　部】
◆写真部
　・県春季写真コンテスト 入選

◆吹奏楽部�
　・県アンサンブルコンテスト
 金管 6 重奏　　　金賞
 フルート 4 重奏　銀賞

平成29年度

部活動の主な成績

平成30年度

入試における合格状況
※ 数字はすべて延数で、既卒者も含む
※ 個人情報保護の観点から連絡のない大学・予備校等も
　 あるため、実際はもう少し多いと思われます。

H.30.4.17現在の数です。

進路別円グラフ
平成30年3月卒業生

卒業者数 356名

大　学
288名（81%）

海外進学
3名
（1%）

その他（含予備校）
41名
（12%）

就職
1名

専修
各種学校
12名
（3%）短期大学

11名
（3%）

国 公 立 大 学
大 阪 大 3 大 阪 教 育 大 4 大 阪 市 立 大 1 大 阪 府 立 大 2
香 川 大 2 九 州 工 業 大 1 神 戸 大 10 神 戸 市 外 国 語 大 13
神 戸 市 看 護 大 1 国 際 教 養 大 1 滋 賀 大 1 滋 賀 県 立 大 1
首 都 大 学 東 京 1 電 気 通 信 大 1 東 京 外 国 語 大 1 徳 島 大 4
鳥 取 大 1 奈 良 教 育 大 2 奈 良 県 立 大 1 奈 良 女 子 大 1
新 潟 大 1 兵 庫 教 育 大 1 兵 庫 県 立 大 7 広 島 大 2
北 海 道 大 1 山形県立保健医療大 1 琉 球 大 1

 27大学　66名

私 立 大 学
青 山 学 院 大 3 大 阪 工 業 大 2 関 西 大 82 関 西 外 国 語 大 24
関 西 学 院 大 95 京 都 外 国 語 大 9 京 都 産 業 大 19 京 都 女 子 大 10
近 畿 大 101 慶 應 義 塾 大 5 甲 南 大 90 甲 南 女 子 大 36
神 戸 女 学 院 大 16 神 戸 薬 科 大 2 国 際 基 督 教 大 2 上 智 大 7
津 田 塾 大 4 中 央 大 1 同 志 社 大 62 同 志 社 女 子 大 6
兵 庫 医 療 大 2 佛 教 大 10 武 庫 川 女 子 大 20 明 治 大 3
立 教 大 7 立 命 館 大 41 龍 谷 大 16 早 稲 田 大 6

 など68大学　829名

短 期 大 学（短期大学部を含む）
関西外国語大学短大 1 頌 栄 短 大 1 武庫川女子大学短大 12

 など計20名

専 門 学 校
大 阪 医 専 1 大阪赤十字看護専門学校 1 関西労災看護専門学校 1

 など計16名

そ の 他
防 衛 大 学 校 1 海 外 留 学 3 （留学先未定を含む）
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フェニックス賞
このメダルは本校菊川晋久元教諭の作である ● 3 か年皆勤の部（金賞）　●部活動の部

● 2 か年皆勤の部（銀賞）　●生徒会活動の部
● 1 か年皆勤の部（銅賞）　●善行の部
●奉仕活動の部　　　　　●HR活動の部
●研修の部　　　　　　　●国際交流の部
●努力の部

平成29年度卒業生受賞者数　215名
3 か年皆勤の部　53名　　部活動の部　　　14名
2 か年皆勤の部　26名　　生徒会活動の部　 8名
1 か年皆勤の部　19名　　
奉仕活動の部　　 8名
努力の部　　　　87名

母校では、学校生活や地域社会における諸活動に、特に積極的、継続的に取り組んだ生徒を表彰するた
めにフェニックス賞を設けています。下記の部門があります。

「フェニックス賞」
の由来

フェニックスは本校玄関前にそびえる大樹であり、また、灰の中から何度も生まれ変
わる霊鳥の名前でもあります。大樹のようにたくましく、不死鳥のようにいききと、
本校生徒が育つようにという願いを込めて名付けられました。

平成30年度　教 職 員 異 動

<退職>

片 山 　 忠 政 校長 神戸龍谷高校へ （平成28年より 2 年間勤務）
林 　 　 宜 孝 音楽 葺合高校＜再任用＞
磯 野 　 修 亮 国語 葺合高校＜再任用＞
末 松 　 慶 治 体育 葺合高校＜再任用＞
米 谷 　 由 香 国語 葺合高校＜再任用＞
廣 田 た つ 子 実習助手 葺合高校＜再任用＞
実 末 　 節 也 地歴公民 退職 （平成12年より18年勤務）

<転出>

清 家 　 　 豊 教頭 神港橘高校へ （平成27年より 3 年間勤務）
森 井 　 　 孝 指導主事 学校教育課　学校指導係へ （平成18年より12年間勤務）
稲 山 　 安 生 地歴公民 須磨翔風高校へ （平成23年より 7 年間勤務）
掃 部 　 寿 彦 理科 神港橘高校へ （平成23年より 7 年間勤務）
木 下 　 智 彰 理科 摩耶兵庫高校へ （平成25年より 5 年間勤務）
宮 崎 　 貴 弘 英語 兵庫教育大学留学へ （平成25年より 5 年間勤務）
兼 子 　 美 佐 家庭 六甲アイランド高校へ （平成 8 年より22年間勤務）

＜ 常 勤 講 師 ＞
中 野 　 裕 香 国語 鳴尾高校へ （平成29年 9 月より 7 ヶ月勤務）
伊 原 　 直 宏 英語 徳島北高校へ （平成27年より 3 年間勤務）
大 垣 　 梨 菜 英語 東京へ （平成29年より 1 年間勤務）
松 本 　 雄 基 英語 豊岡総合高校へ （平成30年 1 月より 3 ヶ月間勤務）
小 池 真 奈 美 養護 伊川谷高校へ （平成28年より 2 年間勤務）

＜ 事 　 務 ＞
野 中 　 紀 子 臨時事務職員 神港橘高校へ （平成29年より 1 年間勤務）

＜ 技 術 職 員 ＞
石 井 　 弘 之 技術職員 宮本小学校へ （平成26年より 4 年間勤務）

<転入>

新 井 　 厚 也 校長 葺合高校　教頭より
今 池 　 　 康 教頭 神港橘高校より
橋 口 　 　 徹 教頭 学校教育課より
加 用 　 卓 也 地歴公民 六甲アイランド高校より
妹 尾 　 泰 明 理科 楠高校より
長 谷 川 　 伸 英語 摩耶兵庫高校より

＜ 常 勤 講 師 ＞
柳 原 　 祐 太 国語 新卒
木 戸 　 友 也 国語 箕面自由学園高校より
柊 木 　 宗 樹 地歴公民 芦屋高校より
西 垣 　 隆 史 理科 神港橘高校より
大 来 　 晃 士 英語 都島第二工業高校より
佐 藤 　 浩 美 英語 尼崎小田高校より
樋 口 　 綾 美 英語 葺合高校　時間講師より
谷 　 　 郁 乃 養護 伊川谷高校より

＜ 事 　 務 ＞
賀 集 　 千 尋 臨時事務職員 科学技術高校より

メダルは金賞、銀賞及び銅賞

平成30年度　主な行事予定

平成30年 4 月 9 日（月） 入学式

平成30年 6 月 8 日（金） 葺高祭（校内祭）

平成30年 6 月 9 日（土） 葺高祭（一般祭）

平成30年 9 月20日（木） 体育大会（王子競技場）

平成30年12月10日（月）～13日（木） 修学旅行

平成31年 2 月27日（水） 筒台会入会式

平成31年 2 月28日（木） 卒業式
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わることのできる
「アドバイザリー
（コンサルタント）」
という職を選んだ
背景です。
⑦�苦しかったことは、

たくさんあります。
クライアントがコ
ンサルタントに仕
事を頼むというこ
と は 大 別 す る と、 
①社内にそのノウ
ハウがない②時間
がない③第三者的
視点が必要、のいずれかです。特に②に当てはまる場 合は、「通常」
数か月、下手すれば一年ほどかけて行う業務量を数週間でこなすこと
が求められます。いかに効率を上げるかは常に考えていますが、それ
でも体力的に辛いことが多いです。また、①は特定の専門領域での経
験がない新卒組としては、日々の業務を通じて吸収していく＋自分で
学び取っていくしかないので、常にクライアントが期待する以上のア
ウトプットを出さないといけないというプレッシャーは精神的につら
いです。そんな中でも、嬉しかったこともたくさんあります。例えば、
つい最近大きな案件が一山越え たのですが、上司には「クライアン
トの対応がとても大変な案件で彼らの信頼をしっかり得ていて、あす
か ちゃんがいなくては成り立たなかった。本当にありがとう」と労い
の言葉をもらい、クライアントにも「You did an amazingly great 
work. Thank you very much for your dedication.」「We couldn’
t have done this without you.」「I would like to thank you for 
your support and for your incredible hard work.」「あすかさんに
は本当に感謝です。何からなにまでありがとうございました。ゆっく
り休んでください」などと、対面でもメールでも言って頂けて、この
瞬間のために頑張ってるのだと改めて思ったひと時がありました。実
際に、定量的な何かや「大き なモノ・コト」ではなくこうした一瞬が、
私にとって頑張るモチベーションになっている気がします。
⑧�国にこだわりはありませんが、その国の政情や経済状況など生まれた

環境がゆえに教育の機会を得られない子どもに、教育と将来への選択
肢と笑顔を届けるお手伝いができたらいいなと思っています。

⑨�高校生 らしく、文化祭や体育祭も思い出の一つですが、今でも鮮明に
思い出すのは国際科の英語の授業です。 「Remember The Titans」
や「The Whale Rider」を教材に同時通訳やってみたなとか、手塚治
虫を題材に英英訳したなとか、何十テーマも英語でエッセイを書いた
なとかひたすら英語に浸っていた日々が一番の思い出です。今の仕事
でもその時の経験が驚くほど役に立っています。

Profile
Interview�
葺合高校OB・OGで各界、各層で
活躍しておられる方々にお聞きしました。

① 氏名
② 職業
③ 卒業年度
④ その他
⑤ 現在の活動状況
⑥ この道に入るきっかけ
⑦ この道に入って
　 一番うれしかったこと苦しかったこと
⑧ 将来の目標
⑨ 葺高時代の一番の思い出

①秋山　明日香
　（あきやまあすか）
②�アドバイザー
　（コンサルタント）
　�4大会計事務所・総

合コンサルティング
フ ァ ー ム（Big 4）
のひとつでインフラ
に係るアドバイザー
をしています
③平成23年卒・
　国際科第11回生
④�旅が好きで、特に日

本人にメジャーな観
光地ではない国を訪れて、現地の人と交流をすることが好きです。想
い出深いのは、モロッコ、ギリシャ、オマーンあたりです。
⑤�新卒で今の会社に入社して3年目になります。空港、電力、道路など

のインフラの分野で官民連携に関する支援（≒アドバイザリー）をし
ています。
⑥�高校時代に葺合の「教科書のない」英語の授業のなかで、英語を通じ

て世界の貧困問題等の社会問題について学ぶ 中で、漠然と所謂後進国
といわれる国で何かをしたいと思うようになりました。大学でカンボ
ジアの孤児院 に訪れたことをきっかけに、こどもに将来の選択肢を与
えることのできる「教育」という切り口に興味を持 ちました。その
後、アフリカのコンゴ民で現地のカリキュラムにない表現教育のワー
クショップをしたり、 医学部や建築を専攻する学生と校舎を建てたり、
健康診断をしたりと、教育を切り口に現地の生活や考え方 に広く触れ
ながら教 育系のフィールドワークをしていました。当時は、「教育は
その国のソフトなインフラ である」という自身の考えをもっていたの
ですが、そうした活動を通じて、道路や電気、水道などのハード なイ
ンフラの整備が不可欠であることを目の当たりにしました。NPOや
NGOなどは山のようにあり、熱 意のある人はたくさんいる中で、私
が役に立つ為には、まずはそうした人たちをうまく繋げたり、資金を
調 達したりと、包括的に全体を見て、プロジェクトをマネジメントす
る能力を持つことなのではと思うように なりました。それが、インフ
ラという分野に関わることができ、かつゼロから案件を組成し 官民に
働きかけ、プ レイヤーや資金を集め、実現に至るまでの一部始終に携
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　平成30年2月24日（土）18時より兵庫県教育会
館ラッセホールにて第19回FSC2000親睦会が開
催されました。
　野球部、サッカー部、バスケットボール部、陸上
部、剣道部、応援団、ソフトテニス部と復活参加の
バレーボール部OB、OG合わせて57名にご参加い
ただき、小西博明会長（高17回バスケットボール
部）、織戸新　筒台会会長（高21回ブラスバンド部）
のご挨拶に続き古川浩（高18回ソフトテニス部相談
役）の乾杯音頭で会食、歓談が始まりました。

　今回のアトラクションは『MY　HEART　SP』で葺合高校出身で柔道部の西
川さん（高26回）達6名のフォークソンググループで、青春時代に良く口ずさ
んだ曲の演奏後、各テーブル対抗のイントロクイズで大いに盛り上がり、興奮
する楽しいひと時を過ごしました。
　今回担当幹事の野球部の皆様御苦労様でした。
　次回、第20回はバスケットボール部の担当幹事にて行います。
 野球部OB会会長　荒井　敏彦（高23回）

FSC2000
Fukiai High School Sports Club第19回

親睦会

小西　博明 FSC2000 会長 織戸　新 筒台会会長 古川　浩 前筒台会会長

荒井　敏彦 野球部OB会会長 司会担当 山名照夫 野球部OB会
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〒651-0093 神戸市中央区二宮町3丁目1-12
TEL(078)221-4786　FAX(078)261-0275

宮 司 山　西　乙　平
（昭和31年卒・高 8回生）

二　宮　神　社
北風建築設計事務所

建築設計・監理

〒651-0058 神戸市中央区葺合町馬止 1 ‒ 4
TEL/FAX 221-6485

北　風　雅　頌（S31卒・高 8回生） 一級建築士

北　風　寛　一（H 8卒・高48回生） 一級建築士

地盤改良工事

中 外 株 式 会 社

代表取締役 （S34卒・高11回生）松 宮 　 功
取　締　役 （S34卒・高11回生）八 木 　 正

＜阪神支店＞〒651-1431 西宮市山口町阪神流通センター3-30
TEL(078)903-6211　FAX(078)903-6620

＜本　　社＞〒520-0804 滋賀県大津市本宮2-25-18
TEL(077)525-9310　FAX(077)525-3657

CHUGAI

代表取締役　八　木　　　正（S34卒・高11回生）
取　締　役　窪　田　　　彰（S39卒・高16回生）
取　締　役　今　泉　和　彦（S41卒・高18回生）

セミトレラー製造・販売　人材派遣業
温熱電位交互治療器

〒520-0804 大津市本宮 2丁目25番18号
TEL:077-525-8127 FAX:077-525-3657

ア ー チ 有 限 会 社

本　　社　〒520-0804 大津市本宮 1丁目 5 -33
　　　　　TEL:077-526-3826　FAX:077-525-3657
神戸支店　〒651-0083 神戸市中央区浜辺通 4 - 1 -23
　　　　　　　　　　 三宮ベンチャービル326号室
　　　　　TEL:078-200-4822　FAX:078-200-4831

代 表 取 締 役　八　木　　正　（S34卒・高11回生）
取締役神戸支店長　福　島　　猛　（S34卒・高11回生）

本　　社：〒530-0015
　　　　　大阪市北区中崎西 2丁目 3番 1号
東京(営）：〒108-0073
　　　　　東京都港区三田 2丁目14番 5 号
　　　　　フロイントゥ三田507号
八尾工場：〒581-0038
　　　　　大阪府八尾市若林町 2丁目 4番地

（S37卒・高14回生）小　林　正　世

（S37卒・高14回生）

16回生
ゆうかり会

～加納町の食堂　あなたの食べたいがきっとある～

■味加味（KOBE MIKAMI）
〒650-0001 神戸市中央区加納町2-5-9

TEL/078-242-5200

火曜日
21：40
22：00
23：00

●

●

●

●

お店の情報はFACEBOOKの味加味ページで！MIKAMI

代表／垣谷 明子
（旧姓：荻野 明子 S39卒・高16回生）

定 休 日
ラストオーダー
ドリンクラストオーダー
ク ロ ー ズ

FSC2000
（運動部OB・OG会）

会長  小  西  博  明 (S40卒・高17回生）
（事務局）〒658-0024
　　　　 神戸市東灘区魚崎浜町27-21（三和印刷㈱内)
　　　　 TEL.078-431-3981
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代表取締役会長
（S39卒・16回生）

（サッカー部）
志水　利達

本　社
Tel.(078)453-2211　Fax.(078)453-2171
〒658-0072 神戸市東灘区岡本 4丁目 4 - 6
http://toko-syokai.co.jp

清 掃 管 理 …日常清掃、定期清掃

設 備 管 理 …冷暖房空調、電気設備、運転保守管理

保 安 警 備 …常駐保安、駐車場管理

環境衛生管理  …空気環境測定、貯水槽清掃、害虫駆除、
　給排水衛生管清掃、廃棄物処理等

建 築 物
総 合 管 理

●環境衛生総合管理業
　（兵庫県16総第11号の27）
●飲料水貯水槽清掃業
　（兵庫県10貯第11号の34）
●建築物ねずみ・こん虫等防除業
　（兵庫県10ね第11号の35）
●警備業
　（兵庫県公安委員会認定第66号）
●医療関連サービスマーク認定
　（Ｇ⑹-1010280742）

日之出商事株式会社
〒651-0093　神戸市中央区二宮町 2丁目 1番14号

ＴＥＬ.078-231-2511（代表）
ＦＡＸ.078-222-3248

代表取締役会長 荻本　浩資 （S40卒・高17回生）

営業時間／午後 5時～翌日午前 1時
定 休 日／日・祝日
〒650-0004 神戸市中央区中山手通 1 -15-7
東門エースタウン 1 F
TEL 0 7 8 - 3 3 1 - 0 5 1 6

え び ら
お好み焼

にしむら
コーヒー 銀行

山　手　幹　線

ラーメン
たろう

生　田　新　道

エビラ
薬局

東
門
筋

花屋

八百屋

源平寿司
北
野
坂

え  び  らお 好 み 焼
鉄 板 焼

谷　口　好　弘
（S41卒・高18回生）

創業昭和30年

TEL 　　　　　　　　　FAX
（078）231-5550 （078）231-1200
〒651-0068 神戸市中央区旗塚通6-2-2 サンビルダー55ビル

土地・建物の売買から、賃貸マンション運営・管理まで

会長 杣　浩 二
（S45卒・高22回生）

取締役 杣　研 輔
（H18卒・高58回生）

水道施設・土木工事
給排水・衛生設備・不動産

〒657-0844 神戸市灘区都通 3丁目 3番25号
Ｔ Ｅ Ｌ ( 0 7 8 ) 8 7 1 - 1 1 8 5
Ｆ Ａ Ｘ ( 0 7 8 ) 8 7 1 - 1 0 4 3
携　帯  0 9 0 - 3 6 7 5 - 7 5 4 6
E-mail:mac1185@mbn.nifty.com

エム・エー・シー株式会社

不　動　　　暁代表取締役
（S41卒・高18回生）

●経営理念●
「人と人との絆を大切に」
全従業員の物心両面の幸福を追求すると同時に

人類社会の進歩発展に貢献する

≪グループ会社≫

人財サービス業・車検案内業　TEL.078-411-1501

車のワンストップサービス・運輸業　TEL.078-453-8792

事務請負業・切手売りさばき業務　TEL.078-453-2168

本社オフィス　　　TEL.078-453-3322
本社オフィス別館　TEL.078-262-1789
神戸北オフィス　　TEL.078-453-3477
大阪オフィス　　　TEL.072-812-1011
姫路オフィス　　　TEL.079-231-4131
豊岡オフィス　　　TEL.0796-29-2645

本社品川オフィス　TEL.03-5769-0737
多摩オフィス　　　TEL.042-519-3526

〒658-0024 神戸市東灘区魚崎浜町27-21  神戸印刷センター本館 4 F
TEL （078)453-2168／ FAX （078)453-8789  携帯 090-3289-4851
E-mail:k-morimoto@kizuna-group.or.jp

森　本　克　幸会　　長
行政書士

（S43卒・高20回生）

“公平無私”

http://www.kizuna-group.com
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会 長 荒 井 敏 彦 （S46卒・23回生）

いつまでも夢をもて

はばたけ未来へ（葺高生!!）

野球部OB会
いつまでも夢をもて

はばたけ未来へ（葺高生!!）

株式会社神戸新聞会館
代表取締役社長

http://mint-kobe.jp

織　戸　　新
（S44卒・高21回生）

代表取締役

達　脇　　　寛
（S44卒・高21回生）

株式会社テンナ
〒651-1233 神戸市北区日の峰3-22-5
TEL/FAX:078-583-9231
Mobile:090-9215-2468
E-mail:shop@10na.jp

http://tenna.jp

国税専門官 5期生として、大阪国税局に入り、
25年間勤務した後、税理士開業、今年で17年目になります。

これから増える、相続税の相談、申告書の作成も行っています。

税理士 先 間 芳 武
（S44卒・高21回生）

〒657-0824　神戸市灘区福住通 5丁目 3 -22-201
ＴＥＬ（0 7 8）8 8 2 - 3 0 3 6
ＦＡＸ（0 7 8）8 8 2 - 3 0 3 6

葺合クラブ
ソフトテニス部 O B・O G 会

会　　長  西　川　哲　男 (S51卒・高28回生）

神戸市立葺合高等学校

バスケットボール部OB・OG会

筒 籠 会

神戸市立葺合高等学校

会　長 灘　井　寛　二（S46卒・高23回生）

東京都台東区東 4-18-7  〒110-0016
シモジンビル5F

08

同窓会は
　駅前がいちばん…。
同窓会は
　駅前がいちばん…。

神戸三宮東急ＲＥＩホテル
JR三ノ宮駅前
〒651-0096 兵庫県神戸市中央区雲井通6-1-5
TEL 078-291-0109　FAX 078-221-2917
担当　浅地（直通TEL）078-291-0701
www.kobesannomiya.rei.tokyuhotels.co.jp

葺合 ひろがり有志
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益　生　號
エキ　 セイ　 ゴウ

中 華 菜 館

RYUKYO

●阪神・JR元町駅から南へ徒歩3分
●南京町東楼門（大丸神戸店西側）から西へ50メートル

元町商店街

あずまや
ファミリア

龍郷
南京町通り

南京町
東楼門

大丸恵記商行

JR・阪神元町

民生

〒650-0023 神戸市中央区栄町通 1 - 3 -16 チャイナコート 1 F
TEL(078)331-5058　FAX(078)392-2983

本格派中華料理を
リーズナブルな価格で
龍郷では御一人様3,400円より
御予約を承っております

•飲茶コース
　御一人様2,500円（2名より）
•南京町コースも御座居ます
　御一人様3,400円

やむちゃ

雷　　良　士(S44卒・高21回生）
雷　　越　威(S47卒・高24回生）
雷　　之　　（S49卒・高26回生）

神戸・南京町
〒650-0023

神戸市中央区栄町通 1丁目 3の16
チャイナコート2Ｆ・ 3Ｆ
ＴＥＬ.078-391-2937
ＦＡＸ.078-391-2947

11:30AM～9:30PM
※ラストオーダー 8:30PM迄

営業時間

特 選 豚 肉

自家製焼豚

各種自家製
デリカ食品

〒201-0004 東京都狛江市岩戸北1-1-1-409
M.P. 090-3574-2581　Fax. 03-3480-3419
E-Mail:liebe@mtj.biglobe.ne.jp

作曲・編曲・ヴァイオリン 東京芸術大学大学院作曲科修了
日本作曲家協議会理事　ピティナ正会員　JASRAC会員

大　政　直　人
（S47卒・高24回生）

東京芸大・音大受験について何でもご相談下さい

（S47卒・高24回生）

650-0047 神戸市中央区港島南町5丁目4-8
Tel 078-303-3377  Fax 078-303-3379

URL www.onthecourt.jp

代表  進木　健三（S47卒・高24回生)

し ん き け ん ぞ う

神戸で上方落語を聞こう会

三和印刷株式会社
〒658-0024 神戸市東灘区魚崎浜町27-21
TEL : 078-431-3981　FAX : 078-452-0592

三和印
〒658-
TEL : 0

常務取締役

（S47卒・高24回生）黒 田　 勇

＜営業時間＞
月～土　17：30～23：00（LO 22：30）
定休日　日曜日（祝祭日は営業）

上田　博司（S47卒・高24回生）

あなたの知らない
「味で選んだ厳選の地酒」

TEL：078－335－8868

神戸市中央区中山手通1－5－9
港都会館3F

半合：390円～
一合：700円～

株式会社

リース事業部：各種物品賃貸業
インテリア事業部：高級トルコ絨毯他インテリア商品輸入販売業

リ　ベ　ロ

代表取締役

（S47 卒・高 24 回生）

〒654－0032
神戸市須磨区堀池町 2丁目 4－12 オーブビル
TEL（078）739－3978　FAX（078）739－3982

田　中　博　士
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〒651-1302 神戸市北区藤原台中町1-4-1
TEL 078-987-5586　FAX 078-987-0730

院長 近　藤　誠　宏（昭和48年・高25回生）

Kondo Medical Clinic

循環器内科・内科

近藤内科クリニック
循環器専門医・超音波専門医・神戸市医師会理事

〒657-0822 神戸市灘区畑原通3-6-6
TEL.078-861-2609　FAX.078-801-0308
HP http://www.sadamatsu-hamada.com

「白鳥の湖（全幕）」

23（日）3：30pm
あましんアルカイックホール

9

代表　貞　松　正一郎（S57卒・高34回生）「創作リサイタル30」

10（土）6：00pm 両日 3：30pm
神戸文化ホール（中ホール）

11
「くるみ割り人形（全幕）」

22（土）・23（日）
神戸文化ホール（大ホール）

12

一般社団法人 貞松・浜田バレエ団
地元兵庫・神戸の地にバレエ芸術の夢を!

前田信行一級建築士事務所
〒657-0822

ＴＥＬ：0 7 8 - 8 8 1 - 5 6 4 0
FＡX：0 7 8 - 8 7 1 - 0 1 2 3

E-mail : maeda-ao@mud.biglobe.ne.jp

前 田 信 行

神戸市灘区畑原通3-8-12-101

一級建築士

Nobuyuki  Maeda
（S. 54 卒・高 31 回生）Architecture Office

Nobuyuki Maeda

アイランドセンター駅下車スグ

相相相相相相続続続続続続続続続・・・贈贈贈贈贈贈贈与与与与与与与与・・譲譲譲譲譲譲譲渡渡渡・渡渡渡渡渡・・年年年年年年年年年年金金金金金金金金・・・・相続・贈与・譲渡・年金・
　　　　　確確確確定定定定申申申申告告告告確確確確定定定定申申申申告告告告　　　　　　確定申告ななななどどどなななどどどなどごごごご相相相相談談談談下下下下さささささいいいい。。ごごごご相相相相談談談談下下下下下さささささいいいい。。ご相談下さい。

無料相談
受付中
無料相談
受付中 予約制予約制

神戸市東灘区向洋町中6－9  神戸ファッションマート４F

☎078－959－8374
神戸ビズサポート 検 索検 索

神戸神戸ビズサポートビズサポート総合会計総合会計 村 松 公 人（昭和56年卒・高33回生）

（S47卒・高24回生）

（H4卒・高44回生）
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開 催 日　平成30年11月3日（土）16：30
場 　 所　馨林（シンリン）北野ハンター坂
会 　 費　6,000円
幹 事 名　会　長　友藤　陽幹（23回）
　　　　　副会長　徳元　敦子（24回）
　　　　　副会長　本山　幸一（25回）
　　　　　幹　事　徳久　その（22回）
　　　　　幹　事　亀倉　裕一（28回）
　　　　　相談役　伊田　明義（18回）

幹事連絡先　TEL　（078）262-7706
　　　　　　FAX　（078）265-1619
　　　　　　携帯　（090）1487-6420
　　　　　　E-mail：tomofuji＠make-s.co.jp

バレーボール部OB・OG会総会

同期会、クラブOB・OG会のご案内

開 催 日　11月17（土）ＰＭ１：00 ～
場 　 所　三ノ宮東急ＲＥＩホテル（ボールルーム）
　　　　　神戸市中央区雲井通６丁目１番５号
　　　　　０７８－２９１－０１０９
　　　　　＊ＪＲ三ノ宮駅から南へ徒歩２分国号東
会 　 費　8,000円（予定）
幹 事 名　７組代表幹事（清水・岡田）

16回生「ゆうかり会」
開催のご案内

開 催 日　平成30年8月18日（土）
　　　　　時間は未定
場 所　母校
会 費　年会費　1,500円

幹 事 名
会　長　　　　西川　哲男 （28回）
副会長 兼会計  桑田　由美 （32回）
企画事務　　　田中　孝幸 （38回）
　　　　　　　孝久　美由紀 （39回）
　　　　　　　西村　弥生 （42回）
　　　　　　　成枝　樹史 （51回）
　　　　　　　田島　和人 （58回）
相談役　　　　古川　浩 （18回）
　　　　　　　村田　明 （21回）
　　　　　　　大庭　義弘 （23回）

幹事連絡先
葺合クラブ事務局
〒658-0045　
神戸市東灘区御影石町2丁目14-21
㈱ウイング内　葺合クラブ
TEL　078-854-2700
FAX　078-854-2702
E-mail:wingco@lime.ocn.ne.jp
 （㈱ウイング　古川）
 その他左記役員

特記事項
総会後、現役生と交流戦を予定。
正式な案内は、後日致します。

葺合クラブ（ソフトテニス部OB・OG会）総会

開 催 日　平成30年11月17日（土）
場 　 所　北野ガーデン　神戸市中央区北野町2-8-1
　　　　　総支配人は24回生篠倉秀明
会 　 費　6,000円程度
幹 事 名　進木健三
幹事連絡先　携帯　090-3674-8308
　　　　　アドレス　29shinki@ezweb.ne.jp

恒例同期会「葺合24ひろがり」

（S56卒・高33回生）

「大黒正宗・仙介・旭龍・越の寒梅・東長・池月・能古見」特約店

〒657-0067 神戸市灘区篠原本町2-4-13
携帯：0 9 0 - 5 9 0 1 - 4 3 6 3
E-mail：kou30@gaia.eonet.ne.jp
HP：http://yoyo-nhm.girly.jp/index.html

Raffinee 【ラフィネ】
神戸灘区の住宅地にある小さな

ネイル＆ヘアーメイク、着付けのサロンです

LINE
黄 　 澤 宇
こう たくう

〒657-0067 神戸市灘区篠原本町2-4-13
携帯：0 9 0 - 5 8 9 1 - 7 3 2 2
E-mail：kou30@gaia.eonet.ne.jp

（H元年卒・高41回生）黄 　 偉 倫
こう いりん

コウ設備設計
電気設備設計・CAD・積算

― 最高の健康は最高の姿勢から ―

WHO（世界保健機構）の定めた国際基準のカイロプラクティック教育修了

カイロプラクティック神戸三宮
カイロプラクティック東京三鷹

〒651-0094 神戸市中央区琴ノ緒町5-2-2 三信ビル906号（JR三ノ宮徒歩1分）

カイロプラクティック神戸三宮　☎078-261-0068
カイロプラクティック東京三鷹　☎0422-57-6162�

梅谷　美穂子
 (昭和59年）

オーストラリア公立マードック大学
健康科学士(カイロプラクティック）
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平成30年度 筒台会役員

会 長 高21 織　戸　　　新

副　 会　 長
高21 達　脇　　　寛
高24 兼　氏　敏　幸

東京支部長 高24 大　政　直　人

総 務

高22 石　谷　健　次
高22 坂　本　裕　子
高24 黒　田　　　勇
高24 進　木　健　三
高24 小　林　伸　子
高27 坂　口　秀　昭
高33 遅　　　秀　蘭
高41 黄　　　偉　倫

会 計
高33 増　田　精　三
高38 谷　口　昌　樹
高38 田　中　孝　幸

会 計 監 査 高21 寺　内　　　修

事 務 局
高40 村　上　ひろ子 （葺合高校）
高41 辻　本　正　子 （葺合高校）
高42 矢　部　浩　史 （葺合高校）

10代校長 竹　内　静　夫

12代校長 絹　笠　清　二

13代校長 大　月　民　義

15代校長 小　嶋　良　平

16代校長 山　﨑　秀　昭

17代校長 油　谷　健　夫

18代校長 二　宮　尊　志

19代校長 田　中　一　好

20代校長 田　阪　義　英

21代校長 西　尾　　　勝

22代校長 片　山　忠　政

23代校長 新　井　厚　也（現校長）

高 8 北　風　雅　頌

高 8 山　西　乙　平

高11 松　宮　　　功

高16 志　水　利　達

高18 古　川　　　浩

顧問（常任） 相談役（常任）

〜 議 事 次 第 〜
1．開会のことば
2．会長挨拶
3．来賓挨拶
4．議長選出
5．第 1号議案　平成29年度会務報告
6．第 2号議案　平成29年度会計報告
7．第 3号議案　平成29年度会計監査報告
8．第 1・ 2・ 3号議案質疑応答及び承認を求める件
9．第 4号議案　平成30年度事業計画案
10．第 5号議案　平成30年度予算案
11．第 4・ 5号議案質疑応答及び承認を求める件
12．筒台会東京支部活動現状報告
13．閉会のことば

〜 懇 親 会 〜
1．開会のことば
2．会長挨拶
3．来賓挨拶
4．母校助成金目録贈呈
5．乾杯
6．会食および歓談
7．万歳三唱
8．閉会のことば

神戸市立葺合高等学校
筒 台 会

日　時　平成30年 6 月23日(土)
　 　　受　　付　PM4：30～
　 　　定時総会　PM5：00～（ 9 Ｆサフラン）
　 　　懇 親 会　PM6：00～（10Ｆ The Ballroom ⑶）
場　所　 ANAクラウンプラザホテル神戸

平成30年度 定時総会及び懇親会

1．会員相互の親睦と交流の促進を図る
　　①定時総会・懇親会への参加

　　②同期会、OB・OG会、FSC2000

2．筒台会報の充実と共にメールマガジンでの配信を目指す
3．母校及び在校生の支援

　　①部活動や顕著な文化活動などへの幅広い支援

4．筒台会ホームページを活用した広報活動
5．筒台会収支の健全化

平成30年度事業計画（案）

上段左より　黄、石谷、坂口、坂本、小林、遅、増田、谷口、田中

下段左より　矢部、寺内、達脇、織戸、兼氏、進木、黒田
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◦平成29年度　決算報告書◦

◇経常費 （平成29年4月1日～平成30年3月31日）
 単位：円

収入の部 支出の部
前年度繰越金 9,447,568
会費 3,849,117 総会費 2,179,747
総会参加費 545,000 会議費 103,364
会報協力金 1,850,430 事業費 2,483,010

（内訳） （内訳）
　会報収入 1,290,430 　管理費 330,480
　会報広告料 560,000 　国際協力金 200,000
運営協力金 1,297,207 　部活動支援金 500,000
雑収入 76,948 　卒業記念品 552,530

（内訳） 　フェニックス賞助成金 100,000
　バナー広告料 72,000 　教育推進費 200,000
　受取利息 448 　建替部活動経費 600,000
　その他 4,500 通信費 1,819,381

印刷費 1,492,077
慶弔費 165,000
交通費 86,700
東京支部助成金 300,864
事務費 33,667
小計 8,663,810

小計 7,618,702 次年度繰越金 8,402,460
合　　計 17,066,270 合　　計 17,066,270

次年度繰越金の状況  単位：円

経常通帳 53,648
定期預金 2,500,746
郵便貯金 5,317,671
郵便振替 30,395
現金 500,000

合　　計 8,402,460

◦平成30年度　予算（案）◦

 （平成30年4月1日～平成31年3月31日）
 単位：円

収入の部 支出の部
前年度繰越金 8,402,460
会費 3,900,000 総会費 2,200,000
総会参加費 550,000 会議費 200,000
会報協力金 1,900,000 事業費 2,150,000

（内訳） （内訳）
　会報収入 1,300,000 　管理費 300,000
　会報広告料 600,000 　国際協力金 200,000
運営協力金 1,300,000 　部活動支援金 800,000
雑収入 73,000 　卒業記念品 550,000

（内訳） 　フェニックス賞助成金 100,000
　バナー広告料 72,000 　教育推進費 200,000
　受取利息 1,000 通信費 1,300,000

印刷費 1,100,000
慶弔費 200,000
交通費 200,000
東京支部助成金 300,000
事務費 50,000
予備費 23,000
小計 7,723,000

小計 7,723,000 次年度繰越金 8,402,460
合　　計 16,125,460 合　　計 16,125,460

◦会計監査報告◦

　上記各項目を監査した結果、適正であることを確認します。
　平成30年 4 月12日
 会計監査　先　間　芳　武　
 会計監査　寺　内　　　修　

❖平成29年度会務報告� （平成29年4月1日〜平成30年3月31日）

出席者数

1 平成29年 4 月10日（月）
役員 3 名出席 母校「入学式」

2 平成29年 4 月13日（木）
13名出席 神戸市勤労会館「第 1 回役員会」

第49号筒台会報、役員・幹事総会

3 平成29年 4 月20日（木）
「役員・幹事総会」
前年度決算・監査報告、本年度事業計画案
予算案、定時総会・懇親会開催案内

33名出席 神戸市勤労会館

4 平成29年 5 月12日（金）
「第 2 回役員会」
第49号筒台会報発行、
定時総会・懇親会準備

13名出席 神戸市勤労会館

5 平成29年 6 月15日（木）
13名出席 神戸市勤労会館「第 3 回役員会」

6 平成29年 6 月24日（土） 母校
定時総会
懇親会

ＡＮＡクラウンプ
ラザ神戸

7 平成29年 7 月24日（月）
16名出席 「うおまん」定時総会・懇親会の総括及び打上げ

8 平成29年 9 月13日（水）
15名出席 神戸市勤労会館「第 4 回役員会」

来年度定時総会・懇親会

9 平成29年 9 月20日（水）
3 名出席 王子スタジアム「母校体育大会」

出席者数

10 平成29年10月11日（水）
13名出席 神戸市勤労会館「第 5 回役員会」

筒台会報役割分担

11 平成29年11月8日（水）
14名出席 神戸市勤労会館「第 6 回役員会」

筒台会名簿発行検討

12 平成29年12月13日（水）
14名出席 神戸市勤労会館「第 7 回役員会」

筒台会名簿発行、筒台会報記事内容検討

13 平成30年 2 月13日（火）
15名出席 神戸市勤労会館「第 8 回役員会」

14 平成30年 2 月27日（火）
役員 4 名出席 母校筒台会入会式

15 平成30年 2 月28日（水）
役員 4 名出席 母校卒業式

筒台会報記事進捗状況

16 平成30年 3 月 6 日（火）
16名出席 神戸市勤労会館「第 9 回役員会」

幹事総会、来年度予算事業計画案

17 平成30年 3 月17日（土）
4 名出席 「アスペン」会計担当者会議
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　皆様には益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。
　神戸市立第一中学、葺合高校の卒業生で東京近隣に在住
の方々にお集まり戴き、上記の通り総会並びに懇親会を開
催いたします。是非ご出席を賜り旧交をあたためていただ
きたく存じます。
 筒台会東京支部 支部長　大　政　直　人

多数の方々のご参加をお待ちします。

母校の発展・育成の為、筒台会定時総会・懇親会にご学
友お誘いあわせの上、ご出席賜わりますようお願い申し
上げます。 筒台会会長　織　戸　　　新

日　時／平成30年 6 月23日（土）
場　所／ANAクラウンプラザホテル神戸

神戸市中央区北野町1-1
TEL（078）291-1121（代表）
※神戸市営地下鉄「新神戸駅」直結

筒台会定時総会・懇親会のご案内平成30年度

定時総会　PM 5：00〜（ 9 F サフラン）
懇 親 会　PM 6：00〜（10F The Ballroom（3））内容

神戸市立第一中学校卒業生……………  ご招待
平成25年度以前の卒業生……………… ￥5,000
平成26〜28年度卒業生………………… ￥2,000
平成29年度卒業生（平成30年 3 月卒業生） ご招待

会費

日　時／平成30年 5 月26日(土)
場　所／�新宿小田急ホテル�

センチュリーサザンタワー21階パークルーム 
（エレベーターを20階にて乗り換え）

　　　　TEL（03）5354-2155（宴会予約直通）

筒台会東京支部総会・懇親会のご案内平成30年度

受 付 開 始　PM4：00〜
総会・懇親会　PM4：30〜PM7：30
特 別 企 画　「野坂昭如さんの思い出」作曲家 小林亜星 氏を迎えて

内容

一般男性………………………………… ￥7,000
一般女性………………………………… ￥6,000
中学卒業生………………………………　ご招待
学生 2 年生以上………………………… ￥3,000
学生 1 年生……………………………… ご招待

会費

TOKYO

KOBE


